
目 的 (事業全体)

クエはマハタ同様魚価が高いが, 適生水温や行動生態

がマハタと異なり, 海面小割養殖対策種としては不適で

あることがわかった｡ そこで､ クエの陸上養殖技術開発

の可能性を検討する｡ 併せて, 海洋深層水の利用につい

ても検討する｡ なお, 本年度から, すでにヒラメ用の閉

鎖式養殖システムを開発している, 株式会社陸上養殖工

学研究所と共同で試験を実施している｡

１. クエ稚魚の適水温把握試験

目 的

尾鷲水産研究室の既往知見から, クエは��℃付近で最

も効率よく飼育でき, ��℃及び��℃ではやや成長や餌料

効率が低下することが明らかになったが, 閉鎖式養殖シ

ステム飼育時の調温コストを少しでも削減するために,

適正な水温帯を把握する｡

方 法

試験区の水温は１区��℃, ２区��℃, ３区��℃, ４区

��℃の設定とし, クエ稚魚 (平均体重���) 	�尾を�

�

黒色ポリエチレン水槽４つに収容した｡ 試験期間は５月

７日から６月	
日の��日間であった｡ 飼育試験にあたっ

ては, ��℃に加温した濾過海水を各試験区へ注水し, ��℃

区以外の水槽にはさらにチタン棒状ヒーターを投入して

設定水温まで加温を行った｡ 設定水温は±１℃未満を維

持するようにした｡ 試験中の水温は水温データロガーに

より１時間毎に測定記録し, その変化を確認した｡ 飼料

はマダイ用�を用い, １日１回飽食量を給餌した｡ 試

験開始時及び終了時に魚体測定を行い, 飼育成績を求め

て比較した｡

結 果

試験期間中設定水温は±
��℃で推移したが, ５月	�

日及び��日にポンプが停止した際に, 一時的に��℃区で

は設定を超える水温低下, ��℃区では水温低下と上昇が

起こった｡ しかし, いずれの場合も注水開始と同時に短

期間で設定水温に戻った｡ 飼育成績を表１に示す｡ ��℃

と��℃区は全く同じ給餌率, 成長率, 増肉係数を示した｡

また, ��℃区が最も高い成長率を示した｡ ��℃区は日間

給餌率は��, ��℃区と変わらないが成長率が低かった｡

今回は��℃区が最も悪い飼育成績となったが, その原因

は不明である｡ しかし, ��℃区の飼育成績自体は悪いも

のではなく, 結果としては, 閉鎖式養殖システムでクエ

を飼育する場合には, 季節変化, 特に気温に応じて, ��℃

から��℃に水温を維持すればよいと判断できた｡
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表１ クエ温度試験飼育成績



２. クエ700g飼育密度試験

目 的

閉鎖式養殖システムでの養殖は水質の影響を受けやす

く, 海面養殖よりも飼育密度は低くなると考えられるた

め, 陸上水槽におけるクエの適生飼育密度を把握する｡

方 法

水槽には１�ポリエチレン青色円形水槽を用い, ����

まで飼育水を満たし, ������で濾過海水を注水した｡

供試魚には体重約����のクエを用い, 容積あたりの飼

育密度	�
����区 (	�尾), �
����区 (�尾) 及び

��
����区 (��尾) の３試験区を設けた｡ 飼育期間は７

月４日から８月	日の��日間であった｡ 餌料にはマダイ

用��を用い, ２日に１回飽食量を給餌した｡ 試験開始

時と終了時に魚体測定を行い飼育成績を求めた｡

結果及び考察

飼育期間中に��
����区でオバーフローにより１尾

の斃死魚があったが, 疾病などによる死亡は見られなかっ

た｡ 飼育成績を表２に示す｡ 日間成長率は�
����区

が最もすぐれ, ついで	�
����区, ��
����区となっ

た｡ ��
����区は増肉係数についても最も劣っており,

密度による影響があったと推測される｡ 一方で	�
����

区の成長は�
����区よりも劣ったが, 試験中摂餌は

活発でなく, 日間給餌率も低かった｡ 養殖試験で飼育尾

数が少ない場合には, 摂餌活性の低下を観察したことが

あり, 	�
����区の成績不良は, おそらく, 低密度に

よる摂餌活性低下が原因と考えられた｡

以上の結果から, クエ����サイズの陸上水槽での飼

育密度は�
����が基準となると考えられる｡ 今回の

実験では, 養殖生産効率向上の観点から, 適正な飼育密

度を飼育成績を用いて検討したが, 抗病性の観点から血

液性状などの生理的な検討を行う必要もある｡ また, 魚

のサイズによって適正な飼育密度は異なると思われるの

で, 大きさの異なるクエを用いた飼育密度試験を行う必

要もある｡

３. 閉鎖式養殖システムによるクエの飼育試験

目 的

より実用規模に近い形での閉鎖循環システムによるク

エの飼育試験を出荷サイズ (およそ��
�) まで行い,

クエ陸上養殖の実用化の可能性を検討する｡

方 法

尾鷲水産研究室敷地内に飼育水槽４�, 循環ポンプ,

酸素発生機, 生物濾過槽等からなる, 閉鎖式養殖システ

ム (陸上養殖工学研究所考案) を設置し, 平成	�年度産

クエ稚魚 (平均体重���) を対象に平成	�年		月７日か

ら飼育試験を開始した｡ 稚魚収容尾数は, 閉鎖循環区は

��尾, 流水区には��	尾であった｡ なお, 閉鎖循環区の

水温調整にはヒートポンプを用い, 水温�℃～�℃を保

つように設定した｡ 一方, 対照区として水温調整を行わ

ない流水区を設けた｡ 流水区の試験水槽は閉鎖区とまっ

たく同じ水槽を用い, 紫外線殺菌した濾過海水を３���

で注水した｡

結 果

本試験は現在進行中であり､ 結果の報告は試験終了後

に行う予定である｡
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表２ クエ密度試験飼育成績


